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研究体制が乏しい事に一因があると思われる。本研

究プロジェクトの目的はプロテオミクス・ゲノミク

ス・臨床データベースを有機的に組み合わせ診断と

治療に役立つ疾患マーカーの探索を目指すことであ

る。この取り組みは動物や細胞レベルの基礎的研究

ではなく直接人間の疾患病態解明や治療方法開発に

結び付く研究であり，意義の深いものと考える。

2．研究体制

本研究プロジェクトではプロテオミクス，ゲノミ

クス，臨床データベースの3方向から解析する手法

をとり入れ，各スペシャリストを配置し，連携解析

方式を採用する。それに各臨床医師が臨床研究の中

で構築した疾患表現系データを絡めることによって

1．研究目的

ポストゲノム時代に入りプロテオ―ム解析が注目

され，様々な疾患における新規疾患マーカー探索が

盛んに行われている。これは最近の液体クロマトグ

ラフィ質量分析計（liquid chromatography mass 

spectrometer: LC-MS)などの性能向上に依るところ

が大きい。ゲノム解析においても次世代シーケン

サーの台頭とともに一人の全塩基配列読み取りが可

能になるなど研究ツールの大幅な進展があった。し

かしこうした技術革新とは裏腹に疾患マーカーの探

索においては研究・臨床応用ともに今一歩進展がは

かどっていない。タンパク質つまりプロテオミクス

を主とする研究者，遺伝子・ゲノムを取り扱うゲノ

ミクス研究者，臨床データを用いる研究者間の共同
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日本大学医学部高度化推進事業

要旨

平成25年度の日本大学医学部高度化推進事業に採択された研究テーマ「プロテオミクス・ゲノミ
クス・臨床データベースを組み合わせた疾患マーカーの探索」について報告する。本研究は日本大

学医学部の9学系分野と日本大学松戸歯学部1講座，計12名の研究者を中心としてスタートした。
本研究プロジェクトではプロテオミクス，ゲノミクス，臨床データベースの3方向から解析する手
法をとり入れ，各スペシャリストを配置し，連携解析方式を採用するというユニークなシステムを

採った。予算を有効に活かして次世代シークエンサーを購入し，既存の設備とともに研究体制を構

築した。
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上記3方向からのどこからでもアプローチできる研

究体制を作る。スペシャリストや設備が存在して可

能になることであって，必要な機器備品を購入する

ことで研究拠点を形成に値するものとなる。それぞ

れが独立しているわけではなく，ダイレクトにデー

タを結びつけることによって，各方向からの研究結

果検証段階での確実性を増す。こうした研究プロ

ジェクト体制は，各研究テーマごとにばらばらに研

究を遂行するという体制にはない非常にユニークな

ものであり，本学部が実施する高度化推進事業とし

て理想的なものと考える。研究プロジェクトの中に

研究テーマをいくつかに細分化することは，研究組

織としてのまとまりを欠く可能性があり採用しな

い。本研究体制が確立される次年度以降は本研究シ

ステムに沿う新たな研究者の参入も視野に入れ研究

を拡大していく予定である。

3．研究方法

まず研究全体の計画を日本大学医学部倫理委員会

と附属病院の臨床研究審査委員会に申請する。そし

て研究のスタート体制を整えるために，新規機器の

購入，既存機器のメンテナンスを進める。具体的に

は新規機器としてゲノミクスに用いる次世代シーケ

ンサーMiSeqシステム（illumina社）を購入した。

プロテオミクスに用いるLC-MSのQuattro Premier 

XE（MS TECHNOLOGIES社）とゲノミクスの遺伝

子型決定（ゲノタイピング）に用いるシークエンス

デテクションシステムSDS7700（ライフテクノロ

ジー社）は設置すみで使用している。臨床検査を主

とする日本大学データベース・ウエアハウスはすで

に構築・稼働している。サンプルと疾患表現型デー

タを収集するのは糖尿病，神経疾患，精神疾患，黄

斑変性疾患，妊娠高血圧症候群，脳腫瘍などである。

各疾患の目標収集サンプル数は1000人とする。血

液はEDTA塩入り試験管とプレーン試験管とにとり

わけ前者はDNA抽出と血漿用，後者は血清用とす

る。収集と同時にDNAを抽出する。疾患表現型デー

タは日本大学データベース・ウエアハウスでフォ

ローしきれないデータであるバイタルサイン，家系

図情報，既往歴，生活歴，投薬情報，治療前後や回

復前後でのデータ変動などターゲットを絞り込んで

いくのに有用なものをリストアップしデータベース

化している段階である。

4．研究により期待される効果

まず研究体制で研究テーマごとに細分化するので

はなく，各研究者が密に連携できる体制を作ったこ
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 2） 中山智祥：遺伝子・DNA利用の製品研究開発にお
ける規制・倫理対応と解析，操作技術のトラブル

対策7章　各疾患における遺伝子治療，遺伝子診断
の現状と今後有望な開発ターゲットの考察，第1節 
遺伝カウンセリング，遺伝学的検査現状と今後の

課題．遺伝子治療診断の最先端技術と新しい医薬

品・診断薬の開発．技術情報協会pp.291－299．
2014. 5. 30

 3） 中山智祥：遺伝子医療の現状とゲノム医療の近未
来，遺伝子医療・ゲノム医療を支える社会基盤，

人材養成4：ジェネティックエキスパート．週刊医
学のあゆみ 第1土曜特集号，医歯薬出版 2014印刷
中

 4） 中山智祥：コンパニオン診断の進展　―　個別化
医療を進めるために　―認定制度ジェネティック

エキスパートの立ち上げ．臨床病理レビュー特集

号．2014印刷中
 5） 中山智祥：ますます臨床利用がすすむ遺伝子検査
―その現状と今後の展望そして課題―第1章．実用
化へ向かう次世代シークエンサーとその周辺6．遺
伝子関連検査におけるネットの活用とその人材育

成．遺伝子医学MOOK メディカル ドゥ．2014印刷
中

とによって効果的に研究結果が出る効果が期待でき

る。また本研究プロジェクトの3つの柱となるプロ

テオミクス，ゲノミクス，臨床データベースの解析

ではそれぞれにスペシャリストを配置することで，

研究者は自分の研究に専念でき，かつ高い研究レベ

ルに到達することができることが期待できる。

研究結果は疾患の診断と治療に直接むすびつくよ

うな疾患マーカーの発見，開発のため新規臨床検査

診断法，新規創薬の特許取得や開発に至る可能性が

高い。ひいては人類の健康増進，疾患発症予防に役

立つものにしたい。

採択後の本テーマ関連論文
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